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こころの
測り方

　読者のみなさんは，これまでに
数多の文書を読み，それらがどの
ような話題の文書であったかを心
に留めたり，記録したり，誰かと
共有したりしたことがあるかと思
います。文書を読んだとき，その
文書の特徴をつかみ，「どのよう
な話題であるか」を判断する方法
の一つとして，キーワードを拾い，
その出現頻度から推論することが
挙げられるかと思います。「晴れ」
「雨」「くもり」「前線」といった
キーワードがよく出現した文書で
あれば，これは天気について話し
ているのだろうと想像すると思い
ます。他方，「マスク」「三密」「ア
ルコール」といったキーワードが
頻出していれば，現状を踏まえる
と新型コロナウイルス感染拡大や
その感染対策についての文書であ
るのかなと想像する方が多いかと
思います。
　上記のような，文書の特徴をつ
かみ，話題を推論する過程を，コ
ンピュータにさせることは可能で
しょうか。情報科学では自然言語
処理という技術の開発が進んでお
り，機械学習技術を活用すること
で実現しつつあります。本稿では，
この技術の一つである，トピック
モデルについて紹介します。まず
は，文書の特徴のつかみ方として，
シンプルな手順で算出できる特徴
量を紹介し，この特徴量を確率モ
デルに入力して得られるトピック
モデルについて紹介したいと思い
ます。
　テキスト解析について本稿で述
べるにあたり，数ある自然言語処
理の技術の中でトピックモデルを
選んだ理由は，筆者が最近扱った

方法だからです 1。その経験から，
非常に効率的に，「良い感じに」
文書を要約してくれることがわか
りました。また，トピックモデル
は非常に拡張性が高く，さまざま
な文書の形に対応できるため，心
理学研究と非常に相性が良いと考
え，本稿でご紹介することにしま
した。

文書の特徴
　文書の特徴の表し方の一つとし
て，冒頭ではキーワードの出現頻
度を挙げました。この方法は，自
然言語処理においてはバッグオブ
ワーズ（Bag of Words; 以下，BoW
と表記）と呼ばれる特徴量として
幅広く使用されています。この特
徴量は，まず全ての文書集合で出
現する単語のリスト（これを語彙
といいます）を作成して，次に文
書ごとに単語をカウントしていき
ます。この文書ごとの単語のカウ
ントデータがBoWです。順序や
単語の意味は考慮しておらず，名
前の通り「言葉のカバン」です。
文書ごとのBoWを積み重ねてい
くと，語彙数×文書数の表ができ
ます。これを検索語・文書行列
（Term-Document matrix）といい
ます。BoWは算出方法が簡単で
ありながら，前述のキーワードの
出現頻度の観点からうまく特徴を
表せる強みがあります。

BoWには弱点もあります。第
一に，単純な出現回数を算出する
ため，どの文書にでも存在するよ
うな単語は高い値を示してしま
います。この弱点については，ス
トップワードという，解析に関係
ないと判断した単語をあらかじめ
除去する前処理を行うなどして対

応をします。第二に，多くの場合
に共起すると期待される単語がた
またまその文書では現れなかった
とき，その文書の特徴が人の感覚
から離れてしまうことです。例え
ば，「晴れ」「くもり」「前線」と
いった単語が出て来ていたとき，
「雨」という単語も共起すると多
くの人が期待すると思いますが，
もしたまたま確認したこの文書の
中で一度も出現しなかったのであ
れば，BoW上は「雨」は0となり
ます。
　次節で紹介するトピックモデル
では，確率を通した単語の出現頻
度を得ることができるため，「雨」
の期待度を確率的に見積もること
で上記の第二の弱点を補うことが
できます。

トピックモデルとは
　トピックモデルとは，トピック
としてまとめられる潜在変数に基
づいて観測された単語を生成する
統計的なアプローチです。ここ
でのトピックとは，同じ文書で現
れやすい語彙の集合を指します 2。
トピックモデルはおおまかに以下
の手順で行います。①語彙の辞書
を作成する，②文書ごとに，単語
の出現をカウントし，BoWを作成
し，検索語・文書行列を得る，③
モデル訓練し，パラメータを推定
する，④結果を可視化する，の4つ
の手順です。日本語の場合は，英
語のように文章が空白文字で区切
られていないため，①の前に形態
素解析という，品詞情報を参照し
ながら文章を分割していく技術を
使って文章の分かち書きをします。
　トピックモデルには，いくつか
拡張版が開発されています。その
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うちの一つである構造的トピック
モデルによる研究活用例を，次節
でご紹介します。構造的トピック
モデルは，トピックモデルに対し
て，トピック間の相関を考慮の上，
文書のトピック出現確率を説明す
る共変量を設定でき，さらに限ら
れたデータ量でも予測精度が向上
するよう拡張されたモデルです。

トピックモデルの活用例
　トピックモデルは文書の分類や
要約などに活用されています。村
中・竹林（2021）1では，遠隔心理
支援に関する研究動向を明らかに
するために，構造的トピックモデ
ルによるアブストラクトの解析を
実施しています。トピックを構成
する単語をワードクラウドで表し，
文書集合内でのトピックの出現確
率をランク付けしました。さらに，
本研究では論文の出版年を共変量
としてモデルに組み込み，トピッ
クの出現確率の経年変化を推定し，
トピックの「流行り廃り」を可視
化しました。その結果，578件の
アブストラクトから12のトピッ
クが抽出されました。その後の解
析からモバイルアプリを活用した
うつや不安への支援に関する検討
が急速に伸びていることから，ま
ずはこのような研究課題から優先
されることがわかり，その他支援
者へのサポートや予防的介入につ
いても徐々に報告数が増加してお
り，今後検討する必要があること
を提案しました。トピックモデル
を文献のレビューに加えて行うこ
とで，研究の方向性がよりクリア
になるので，ある程度知見が蓄積
された研究から新たな研究課題を
抽出したり，卒論・修論などで研
究テーマを考えたりする上で非常
に参考になる情報が得られると期
待しています。

テキスト解析の課題と展望
　テキスト解析は，「テキストマ
イニング」とも称されながら，こ
れまでに，幅広い領域で応用され
てきました。精神医学領域にも応
用されており，その方法は多様で
す 3。方法論としてのアプローチ
の多様さは，妥当な方法を選択す
る上で障壁ともなり得ることです
が，ソフトウェアのバージョンな
どの開発環境がそろっており，プ
ログラム，学習済みモデル，入力
データがあれば追試ができるため，
方法論としての議論はむしろしや
すいと考えます。
　また，テキスト解析は前処理が
大変です。大量の文書データを
相手にするので，手作業では到底
追いつかないため，プログラムで
処理することがほとんどだと思い
ます。プログラムを組む上で，前
処理を行うためのルールを設定し
たとしても，文書は人が作ったも
のですから，往々にして例外的な
データが出てきます。この例外を
一つひとつ確認し，対処しながら
進めていくのはなかなか骨が折れ
ます。
　今回は（構造的）トピックモデ
ルについて紹介しました。本稿の
タイトルに示すテキストの要約
において，非常に有効な手法だと
筆者は考えます。また，上述の通
り，トピックモデルはその拡張性
の高さから，多くの拡張版モデル
が開発されています。時系列に対
応したダイナミックトピックモデ
ルは，カウンセリングなどの時間
に対応したテキストデータに有効
かもしれませんし，今回のような
“マニュアルな”トピック数の決
定をせずに，階層ディリクレ過程
トピックモデルを使えば，最適な
トピック数をあわせて推定するこ
とも可能です。
　言わずもがな，ことばを扱う心

理学研究において，自然言語処理
技術は非常に強力なツールであり
ますが，質問紙の得点を集計し要
約するように，テキスト解析にお
いても要約が心理学への応用の第
一歩だと考えます。トピックモデ
ルはことばを要約する優れたモデ
ルであるため，心理学研究との相
性が良く，今後も応用例が蓄積さ
れていくだろうと確信しています。
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